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「
蔵
俊
僧
都
作
」

『
類
集
抄
』

に
つ
い
て

叙

持

雄

は
『
今
昔
物
語
集
』

本
論
は
、
興
福
寺
の
僧
蔵
俊
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
類
集
抄
』
な
る
資
料
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
蔵
俊
に
関
し
て

（

1
）
 

の
編
者
と
す
る
説
も
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
を
離
れ
て
も
こ
の
資
料
は
、
興
福
寺
に
伝
存
し
て
い
た
諸
経

論
疏
や
『
冥
報
記
』
な
ど
の
説
話
的
資
料
の
本
文
を
知
る
上
で
も
、
ま
た
そ
こ
に
お
け
る
信
仰
の
状
況
の
一
端
を
知
る
上
で
も
、

大
」
宇
品

ざ
ま
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
以
下
、
研
究
の
足
が
か
り
と
し
て
、

い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

こ
こ
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
『
類
集
抄
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
屋
徳
城
氏
の
『
日
本
仏
教
史
の
研
究
（
1
）
』
（
東
方
文
献
刊
行
会
・

昭
和
三
年
）
所
収
の
「
因
明
の
集
成
家
蔵
俊
」
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
全
文
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

釈
迦
尺
第
一
よ
り
恒
伽
達
縁
六
十
四
ま
で
六
十
四
種
の
解
や
説
話
を
集
め
し
も
の
に
し
て
、
諸
経
編
疏
閲
覧
の
序
種
々
抜
f

卒
し
た

る
も
の
h

知
く
、
『
谷
響
集
』
『
古
今
著
聞
集
』
等
に
似
た
り
。
中
に
は
『
瑞
応
伝
』
『
冥
報
記
』
等
の
名
も
見
え
、
大
黒
天
神
法

第
九
に
は
、
嘉
祥
寺
僧
神
憧
記
、
過
去
七
仏
事
第
十
一
に
は
、
興
福
寺
守
朝
撰
と
記
せ
り
。
旧
高
倉
学
寮
本
の
表
紙
に
は
「
類
集



2 

（

2
）
 

抄
蔵
俊
僧
都
作
浄
実
」
と
あ
り
。

右
本
文
の
「
旧
高
倉
学
寮
本
」
は
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
か
な
り
正
確
に
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
明
治
期
の
写
本
（
各

頁
日
行
の
罫
紙
に
毎
行
却
字
ず
つ
写
さ
れ
て
い
る
）
が
現
在
大
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
（
『
国
書

総
目
録
』
も
同
様
）
に
よ
れ
ば
、
「
類
緊
抄
②
一
巻
③
存
④
蔵
俊
（
長
治
元
治
承
四
〉
ロ
ロ
。
A

H

I

M

－
∞
。
）
⑨
写
本
、
谷
大
（
余
大

一
五
九
七
ご
と
あ
っ
て
、
こ
の
一
本
の
み
の
所
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
も
右
の
大
屋
氏
の
紹
介
と
異
な
る
所
が
な
い
と
思

わ
れ
る
。
ま
ず
本
書
の
編
者
と
さ
れ
る
蔵
俊
に
つ
い
て
は
、
大
屋
氏
の
右
の
論
文
に
詳
し
い
し
、
注
川
田
口
氏
の
論
文
に
も
之
7

昔
物
語
集
L

（以

下
『
今
昔
』
と
略
称
）
編
纂
の
中
心
人
物
で
は
な
い
か
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
仏
教
史
的
な
位
置
づ
け
も
含
ん
だ
富
貴

原
章
信
氏
の
『
相
跡
唯
識
仏
教
史
』
（
大
東
出
阪
社

昭
和
印
年
）
の
記
述
に
沿
っ
て
、
蔵
俊
の
お
お
よ
そ
の
像
を
見
て
お
き
た
い
。

『
興
福
寺
別
当
次
第
』
巻
二
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』

四

p
n
l
M
）
に
よ
れ
ば
、
蔵
俊
は
巨
勢
氏
の
出
、
大
和
国
高
市
郡

池
尻
村
茅
屋
の
子
と
本
文
で
は
記
す
が
、
権
別
当
権
少
僧
都
蔵
俊
の
下
の
割
注
に
は
、
「
凡
人
、
贈
僧
正
、
俗
姓
県
中
、
大
和
国
人
也
」

と
あ
り
、
貴
族
で
は
な
く
庶
民
の
出
身
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
幼
く
し
て
寺
に
入
り
、
夜
を
日
に
つ
い
で
修
学
に
励
ん
だ
。
覚

晴
に
師
事
し
て
唯
識
因
明
の
秘
奥
を
き
わ
め
、
二
明
の
才
は
時
輩
を
超
え
て
い
た
。
仁
安
三
（
一
二
ハ
八
）
年
、
日
歳
で
講
師
を
つ
と
め
、

安
元
一
一
二

一
七
六
）
年
に
権
律
師
、
三
会
の
探
題
、
治
承
元
二

一
七
七
）
年
に
は
元
興
寺
別
当
、
同
二
年
に
は
興
福
寺
権
少
僧
都
、

そ
し
て
同
四
年
に
は
打
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
そ
の
一
生
の
聞
に
は
、

す
で
に
地
に
お
ち
て
い
た
学
問
の
権
威
を
高
め
、
教
学
を
復
興

し
た
最
初
の
人
物
と
し
て
、
不
朽
の
功
績
を
残
し
て
い
る
口

著
作
に
は
『
唯
識
論
本
文
紗
』
『
因
明
大
疏
抄
』
『
窓
口
提
院
抄
』
『
圏
明
本
作
紗
惟
量
沙
』
『
惟
識
比
量
沙
』
『
法
華
玄
賛
文
集
』
『
法
但



宗
章
疏
目
録
』

な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ら
こ
と
に
前
二
著
か
ら
う
か
が
え
る
著
作
態
度
は
、
「
一
の
問
題
を
あ
げ
、

そ
し
て
こ
れ
に
必
要

な
経
文
論
文
疏
文
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
し
著
者
の
意
見
・
決
択
を
加
え
ぬ
と
い
う
」
（
富
貴
原
氏
前
掲
書
P
詑
）
も
の

で
あ
っ
た
。

一
方
、
伝
蔵
俊
作
と
さ
れ
る
も
の
に
『
百
法
問
答
抄
』
や
『
大
乗
法
相
宗
名
目
』
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
当
否
が
決
定
し
に
く

い
が
、
お
そ
ら
く
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
と
さ
れ
、
後
者
は
解
脱
上
人
貞
慶
の
弟
子
産
円
の
作
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
（
大
屋
氏
、

「蔵俊僧都作」『類集抄」について

富
貴
原
氏
の
前
掲
書
に
よ
る

こ
の
『
類
集
抄
』
に
つ
い
て
も
、
大
屋
氏
は
「
伝
蔵
俊
作
と
も
称
す
べ
き
も
の
二
部
あ
り
」
と
、
『
大
乗
法
相
宗
名
目
』
と
共
に
蔵

俊
の
真
作
で
な
い
も
の
と
し
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
し
か
し
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
い
く
つ
か
の
徴
証
か
ら
、

そ
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
に
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

『
類
集
抄
』
は
「
釈
迦
一
」
の
一
段
に
始
ま
る
が
、

そ
の
中
に
本
文
と
は
全
く
関
係
の
な
い
古
文
書
が
混
入
し
、

そ
の
題
目
は
「
沢

良
宜
庄
下
司
惟
宗
政
元
解
」
と
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
、
沢
良
宜
庄
の
下
司
惟
宗
政
元
が
名
田
の
領
有
権
を
め
ぐ
っ
て
同
じ
氏
の
時
賢

と
争
い
、

そ
の
決
裁
を
本
所
の
政
所
に
仰
い
だ
も
の
で
あ
る
。
年
次
は
「
治
承
五
年
五
月
日
日
L

と
な
っ
て
い
て
、

す
で
に
「
任
証
文

令
領
掌
」
と
の
決
裁
の
旨
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
沢
良
宜
庄
で
あ
る
が
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
摂
津
国
三
島
郡
の
項
に
「
今
玉
櫛
村
と
改
称
す
。
三
宅
村
の
東
に
接
し
茨

木
村
の
南
な
り
。
延
喜
式
、
島
下
郡
佐
和
良
義
神
社
在
り
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
摂
津
田
の
荘
園
で
あ
る
。
『
吹
田
市
史
』
第
四
巻
史
料

篇
ー
に
よ
れ
ば
、
「
近
衛
家
所
領
目
録
」
（
陽
明
文
庫
蔵
）
の
建
長
五
（
一
二
五
二
二
年
十
月
廿
一
日
の
項
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

3 

庄
々
間
事



4 

相
伝
所
々

一
圧
務
無
本
所
進
退
所
々
（
下
略
）

一
寄
進
神
社
仏
寺
所
々
（
下
略
）

一
年
貢
寄
神
社
仏
寺
所
々
（
下
略
）（
摂

湾

国

）

（

藤

原

カ

）

一
庄
務
本
所
進
退
所
々
（
中
略
）
同
国
沢
良
宜
公
頼
朝
臣

（
下
略
）

右
の
史
料
に
よ
れ
ば
沢
良
宜
庄
は
、
近
衛
家
が
本
所
と
し
て
圧
務
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
庄
園
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
永
島
福
太
郎
氏
の

『
奈
良
文
化
の
伝
流
』
（
目
黒
書
店

昭
和
初
年
）
に
よ
れ
ば
、
永
仁
六
（
一
二
九
八
）
年
六
月
六
日
記

の
「
興
福
寺
年
中
行
事
」
（
大
乗
院
文
書
）
に
は
寺
門
領
と
し
て
摂
津
国
の
条
に

吹
田
庄
臨
時
間
割
棚
恥
河
南
圧
附
桝
新
屋
庄
、
浜
崎
庄
、
甘
舌
庄
、
沢
良
宜
庄
（
下
略

と
見
え
、

そ
の
項
の
末
尾
に
は

以
上
十
二
大
会
寺
料
所
也
、
寺
務
自
専
所
々
知
此
（
下
略
）

と
の
注
記
が
あ
る
。
こ
の
史
料
の
記
さ
れ
た
日
世
紀
末
ご
ろ
に
は
、
こ
れ
ら
の
圧
園
が
十
二
大
会
の
料
所
と
し
て
、
興
福
寺
の
領
有
す

る
所
、
も
し
く
は
荘
務
の
権
利
の
一
部
を
有
し
て
い
た
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
少
な
く
と
も
、
「
近
衛
家
所
領
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
惟
宗
政
元
が
沢
良
宜
庄
の
名
田
を
め
ぐ
っ
て
解
文
を
さ
し
出
し
た
治
承

五
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
近
衛
家
が
こ
の
荘
園
を
本
所
と
し
て
領
有
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
解
文
は
近
衛
家

の
政
所
に
さ
し
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
う
し
た
名
田
を
め
ぐ
る
争
い
な
ど
、
直
接
庄
園
領
主

ι関
わ
り
の
な
い
訴
訟
の
決
裁

の
文
書
は
、
当
事
者
こ
そ
大
切
に
保
存
し
て
も
、
決
裁
す
る
政
所
に
お
い
て
は
長
期
に
わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い



一9
0

－

う
v

ご
の
文
書
も
治
承
五
年
を
去
る
こ
と
そ
う
遠
く
な
い
頃
に
、
紙
背
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

荘
園
関
係
の
裏
文
書
が
興
福
寺
に
遣
さ
れ
て
い
る
一
例
と
し
て
『
平
安
遺
文
』
所
収
の
「
興
福
寺
本
信
円
筆
因
明
四
相
違
裏
文
書
」

を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
信
円
（
僧
正
）
は
九
条
兼
実
の
実
弟
で
貞
応
三
（
一
二
二
四
）
年
、
花
歳
で
没
し
て
い
る
。
彼
が
『
因
明
四
相
違
』

を
書
写
す
る
の
に
用
い
た
文
書
は
、
最
も
古
い
も
の
が
天
養
元
（
一
一
四
四
）
年
、
最
も
新
し
い
も
の
が
承
安
元
ご
一
七
二
年
の

年
次
を
示
し
て
い
る
。
か
り
に
信
円
最
晩
年
の
書
写
と
し
て
、
新
し
い
も
の
で
は
印
年
ほ
ど
前
の
文
書
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
実
際

「蔵俊僧都作」 r類集抄」について

は
も
う
少
し
早
い
時
期
の
利
用
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
例
か
ら
も
、
藤
原
氏
と
極
め
て
関
係
の
深
い
興
福
寺
に
住
し
た
蔵
俊
の

著
作
が
、
近
衛
家
の
荘
園
文
書
の
裏
を
利
用
し
て
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
納
得
さ
れ
よ
う
。

問
題
は
こ
の
文
書
の
年
次
が
「
治
承
五
年
五
月
」
と
、
蔵
俊
の
没
年
の
翌
年
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
写
本
の
親
本
が

原
本
に
依
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
編
者
は
蔵
俊
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
表
紙
の
「
蔵
俊
僧
都
作
」
と
い
う
記
述
に
従

う
と
す
る
と
、
こ
の
大
谷
本
の
『
類
集
抄
』
は
少
な
く
と
も
三
度
他
者
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
度
目
は
こ
の
治
承
五
年
の
文
書
の
裏
に
書
写
し
た
時
で
、
二
度
目
は
本
文
に
加
え
そ
の
裏
文
書
ま
で
書
写
し
て
し
ま
っ
た
時
、
三

や
は
り
表
紙
に
見
え
る
浄
実
と
い
う
人
物
は
、

度
目
は
現
在
見
ら
れ
る
明
治
期
の
写
本
の
書
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

そ
の
う

ち
一
度
目
か
二
度
目
か
の
書
写
を
行
な
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
浄
実
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
白
人
の
人
物
が
わ
か
っ
て
い
る
。
一
人
は
『
平
安
遺
文
』
補
一

O
一
号
の
「
僧
浄
実
垣
内
処
分
状
」

（
応
保
三
八
一
一
六
三

V
年
三
月
）
に
見
え
る
浄
実
（
ど
の
寺
の
僧
か
不
明
）
。
二
人
目
は
『
尊
卑
分
脈
』
内
磨
公
孫
の
項
、
藤
原
資

宣
（
正
応
五
八
二
一
九
二

V
年、

的
歳
で
没
、
号
後
民
部
卿
正
二
位
、
参
議
）
の
八
男
の
浄
実
。
三
井
寺
の
僧
で
法
印
、
権
大
僧
都
と

5 

歴
任
し
て
い
る
。
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三
人
目
は
天
正
五
二
五
七
七
）
年
書
写
の
『
般
若
心
経
幽
賛
』
（
基
窺
造
、
東
大
寺
蔵
本
）
の
奥
書
に
見
え
る
入
札
な
四
人
目
は
『
蓮

成
院
記
録
』
四
（
辻
善
之
助
氏
編
『
多
聞
院
日
記
』
第
五
巻
の
付
録
）
に
天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年
五
月
十
六
日
の
維
摩
会
の
聴
衆

の
中
に
「
東
大
寺
衆

唄
役
」
五
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
「
浄
実
H
鐸
防
法
印
憐
猷
」
と
見
え
る
人
物
で
あ
る
。

か
り
に
一
度
目
の
書
写
が
浄
実
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば

一
人
目
の
浄
実
は
年
代
的
に
無
理
で
あ
ろ
う
。
二
人
目
の
浄
実
は
年
代

的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
三
一
寺
の
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
障
害
と
な
る
。
初
め
に
見
た
よ
う
に
こ
の
『
類
集
抄
』
は
現

在
伝
本
が
た
だ
一
本
の
み
で
、
早
い
時
期
か
ら
他
寺
に
持
ち
出
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
し
、
法
相
教
学
の
編
著
で
も
な
い
私
的
な
抜

き
書
き
の
よ
う
な
資
料
だ
け
に
一
層
そ
の
可
能
性
は
う
す
い
。

一
方
、
二
度
目
の
書
写
が
浄
実
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
前
二
者
は
年
代
的
に
不
適
格
と
な
ろ
う
。
こ
の
裏
文
書
は
前
後
逆
に
写

さ
れ
て
い
た
。
袋
綴
じ
の
折
り
目
が
す
り
き
れ
て
紙
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
を
、
本
文
と
は
無
関
係
な
文
書
と
は
気
が
つ
か
な
か
っ

た
の
か
、

そ
の
ま
ま
書
写
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
れ
る
。
こ
れ
を
写
し
た
の
が
か
な
り
時
代
の
下
る
人
物
で
あ
る
こ
と
の
傍

証
と
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
所
か
ら
、
今
の
段
階
で
は
天
正
年
聞
の
記
録
に
残
る
二
人
の
浄
実
の
い
ず
れ
か
（
あ
る
い
は
同
一
人
物
か
も
し
れ
な

い
）
が
二
度
目
の
書
写
を
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

一
度
目
の
書
写
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
近
衛
家
第
二
代
基
通
の
第
十
子
実
信
が
興
福
寺
一
乗
院
に
入
り
、
以
後
一
乗
院
は

近
衛
家
か
ら
子
弟
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
実
信
の
師
に
あ
た
る
信
円
僧
正
（
前
出
）
が
『
興
福
寺
別
当
次
第
』
に
よ
れ
ば
、

蔵
俊
に
師
事
し
て
い
た
。
近
衛
家
と
蔵
俊
と
が
細
い
糸
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

A
7
は
こ
れ
以
上
の
関
係
は
不
明
だ
と
い
う

他
な
い
。



『
類
集
抄
』

の
成
立
を
考
え
る
上
で
の
問
題
点
と
し
て
、
次
に
依
拠
資
料
に
見
え
る
人
物
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
大
屋
氏
の

指
摘
の
よ
う
に
、
「
大
黒
天
神
法
第
九
」
に
は
「
嘉
祥
寺
僧
神
世
記
」
、
「
過
去
七
仏
事
第
十
一
」
に
は
「
興
福
寺
守
朝
撰
」
と
あ
る
。

ま
ず
神
慢
に
つ
い
て
。
こ
の
人
物
は
『
密
教
大
辞
典
』
に
七
七
九
年
頃
の
人
と
し
て
「
支
那
唐
代
の
人
、
嘉
祥
寺
に
住
し
、
代
宗
の

大
暦
年
中
大
黒
天
神
法
一
巻
を
撰
す
。
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
著
書
「
大
黒
天
神
法
』
（
大
正
蔵
但
）
か
ら
知
り
う
る
限

り
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
守
朝
に
つ
い
て
。
『
僧
綱
補
任
』
（
平
林
盛
得
氏
他
編
『
僧
歴
綜
覧
』
笠
間
書
院

昭
和
日
年
）
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

「蔵俊僧都作Jr類集抄』について

天
延
二
（
側
）
年
、
竪
者
〔
四
十
二
己

寛
和
元
（
蜘
）
年
、
講
師
、
五
月
七
日
宣
、
法
相
宗
、
興
福
寺
、
〔
五
十
二
〕

（
彰
考
館
蔵
二
冊
本
に
は
「
年
五
十
五
、
勝
四
十
一
、
大
宅
氏
、
五
月
十
九
日
請
、
空
晴
弟
子
」
と
す
る
。
）

ま
た
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
九
（
日
仏
全
一

O
二、

P
即
上
）
に
は
「
不
レ
詳
ニ
姓
氏
一
、
賀
州
山
田
郡
人
也
（
中
略
）
撰
述
尤
多
、

有
一
一
中
辺
論
私
記
九
巻
、
観
普
賢
経
玄
賛
三
巻
一
」
と
あ
る
。
以
上
の
二
人
は
、
蔵
俊
よ
り
も
か
な
り
前
の
人
物
で
あ
っ
た
。

『
類
集
抄
』

の
依
拠
資
料
に
見
え
る
人
物
名
に
は
他
に
、
「
薬
師
一
一
」
に
明
詮
の
名
が
見
え
る
。
そ
れ
は
標
題
と
本
文
と
の
聞
に
次

の
よ
う
な
割
注
の
形
で
現
わ
れ
る
。

（

虫

揖

）

（

虫

損

）

明
詮
僧
都
口
文
依
為
不
室
参
龍
春
日
祈
依
春
日
時
寧
口
賀
蔵
也

こ
れ
だ
け
の
文
章
で
は
内
容
を
十
分
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
明
詮
僧
都
が
病
に
伏
し
た
時
、
春
日
神
社
に
お

い
て
薬
師
の
不
思
議
力
を
祈
請
し
た
、
祈
願
文
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

7 

明
詮
は
『
僧
綱
補
任
』
（
同
前
）
に
よ
れ
ば
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嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
、
講
師
、
元
興
寺
、
桜
井
王
孫
、
大
原
氏
、
〔
六
十
て

二
五
六
十
五
〕

仁
寿
元
（
八
五
ご
年
、
権
律
師
、
七
月
十
七
日
任
、
己
講
労
〔
六
十
三
、
超
上
己
講
五
人
〕

同
三
年
、
少
僧
都
、
十
月
壬
午
日
任
〔
六
十
五
〕

貞
観
六
（
八
六
四
）
年
、
大
僧
都
、
二
月
十
六
日
任
、
〔
七
十
六
〕

同
十
年
、
入
滅
、
五
月
十
六
日
、
転
法
輪
功
過
他
人
〔
生
年
八
十
〕

以
上
の
よ
う
な
経
歴
で
あ
る
。
著
書
は
『
諸
宗
章
疏
録
』
（
日
仏
全
こ
に
『
四
明
違
記
』
二
巻
の
名
が
見
え
る
（
本
文
欠
）
。

こ
の
「
薬
師
一
一
」
は
明
詮
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
人
物
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
類
集
抄
』

で
は
「
文
殊
四
」
か
ら
「
毘

沙
門
七
」
ま
で
、

い
ず
れ
も
標
題
の
下
に
「
同
人
」
と
注
記
が
あ
る
。
こ
の
四
段
が
先
行
資
料
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
不
空
娼
索
五
」
の
文
中
に
「
今
為
藤
原
氏
末
葉
法
相
学
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
四
陛
は
藤
原
氏
出
身
の
僧

に
よ
る
も
の
で
、
明
詮
の
作
で
も
蔵
俊
の
作
で
も
な
い
。
す
ぐ
前
の
「
弥
勤
一
ニ
」
に
は
作
者
の
注
記
が
な
く
、
こ
れ
ら
が
誰
の
手
に
な

る
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
な
お
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、
『
類
集
抄
』

の
編
者
等
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
が
、
蔵
俊
作
だ
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
証
拠

も
ま
た
反
証
も
見
出
せ
な
い
。
治
承
五
年
の
裏
文
書
の
存
在
も
、
『
類
集
抄
』

の
成
立
の
古
さ
を
裏
づ
け
る
反
面
、
場
合
に
よ
っ
て
は

蔵
俊
作
へ
の
反
証
と
も
な
り
う
る
。
が
少
な
く
と
も
こ
の
資
料
が
法
相
宗
の
勢
力
圏
内
、

お
そ
ら
く
は
興
福
寺
で
成
立
し
た
こ
と
は
疑

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
蔵
俊
と
い
う
人
物
に
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の
伝
蔵
俊
作
と
も
い
え
る
著
作
が
あ
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
そ
れ

ら
の
資
料
は
、
『
大
乗
法
相
宗
名
目
』
や
『
百
法
問
答
抄
』
と
い
っ
た
、
教
学
面
の
入
門
書
な
い
し
は
百
科
全
書
的
な
も
の
で
あ
る
が
、



こ
の
『
類
集
抄
』
は
後
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
百
科
全
書
的
な
性
格
を
も
ち
な
が
ら
説
話
を
多
く
収
録
し
た
も
の
で
、
ま
た
「
釈
迦
ご

「
薬
師
二
」
「
弥
動
三
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
相
宗
の
信
仰
の
お
り
ょ
う
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た

資
料
が
輿
福
寺
の
中
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
、
蔵
俊
の
真
一
作
か
否
か
は
別
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

ま
た
か
り
に
蔵
俊
の
真
作
と
す
る
と
、

（

5
）
 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
一
層
そ
の
存
在
の
意
味
が
大
き
く
な
る
。

『

A
7品
目
』

の
成
立
し
た
と
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
一
一
二

0
年
代
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立

「蔵俊僧都作」『類集抄』について

と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
表
紙
の
記
載
に
従
っ
て
一
応
蔵
俊
の
著
作
と
し
て
、
以
下
『
類
集
抄
』

の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み

る
こ
と
に
し
た
い
。

『
類
集
抄
』
は
長
短
あ
わ
せ
て
侃
の
章
段
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
各
段
の
標
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
釈
迦

二
、
薬
師

三
、
弥
勤

四
、
文
殊

五
、
不
空
調
索

六
、
不
動

七
、
毘
沙
門

八
、
二
八
月
彼
岸
証
文

九
、
大
黒
天
神
法

十
、
請
賓
頭
慮
法

十
一
、
過
去
七
仏
事

十
二
、
善
財
童
子
地
位

未
三
、
読
調
法
華
経
所
普
賢
来
事

十
四
、
香
花
幡
蓋
事

十
五
、
供
養
師
事

十
六
、
為
亡
者
修
善
事

十
七
、
八
福
田
事

十
八
、
不
別
請
戒
事

十
九
、
六
斎
戒
事

十十
三僧
花常
天随
宝十
蓋八
遅物
父事
母
伝

二
十
一
、
以
蓮
華
供
養
三
宝
最
勝
諸
花
事

9 

二
十
二
、
師
子
王
堕
井
為
野
干
所
救

二
十
一
二
、
象
王
供
養
仏
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二
十
四
、
龍
持
一
日
戒
為
人
所
剥
生
日
利
天

二
十
五
、
買
依
坐
禅
人
約
飲
血
有
時
節

二
十
六
、
倶
生
神
事

二
十
七
、
雪
山
毒
虫
事

二
十
八
、
遺
骨
書
仏
名
功
徳
事

二
十
九
、
依
父
母
善
根
子
脱
苦
事

三
十
、
阿
弥
陀
経
翻
訳
時
代

三
十
一
、
以
恵
為
頭
以
信
為
手
事

三
十
二
、
舎
衛
国
給
狐
独
事

三
十
三
、
被
土
菩
薩
権
声
聞
実
事

コ
一
十
四
、
菩
薩
声
聞
不
同
云
事

三
十
五
、
舎
利
弗
日
連
謹
果
事

二
十
六
、
離
波
多
亦
仮
和
合
亦
室
皇

二
十
七
、
備
荒
波
提
者

三
十
八
、
樹
提
以
栴
檀
鉢
献
仏
弟
子
事

三
十
九
、
迦
留
陀
夷
事

四
十
、
不
休
息
菩
薩
事

四
十
一
、
恒
河
五
義
事

四
十
二
、
曇
鷺
法
師

四
十
三
、
道
弥
禅
師
、
四
十
四
、
道
紳
禅
師
事

四
十
五
、
樫
貧
婆
羅
門
夫
婦
呑
金
銭
事

四
十
六
、
墓
塔
中
亡
魂
有
無
事

四
十
七
、
可
祭
亡
魂
事

四
十
八
、
倍
子
物
母
成
馬
事

四
十
九
、
亡
主
冥
途
具
奴
牌
棄
馬
事

五
十
、
大
山
府
君
事

五
十
一
、
観
世
音
菩
薩
除
病
事

五
十
二
、
五
十
亀
報
思
与
金
銭
助
命
事

五
十
三
、
看
病
送
終

五
十
四
、
証
果
後
尚
有
余
習
事

五
十
五
、
薬
王

五五
十手十
八三六

賓浬
頭集
慮経
聞
法

五
十
七
、
薄
倶
羅
小
欲

五
十
八
、
仏
要
功
徳
事

五
十
九
、
大
般
若
経
事

六
十
、
菩
薩
大
慈
悲

六
十
て
書
薩
不
捨
衆
生
事

六
十
二
、
八
大
塔

六
十
三
、
梨
軍
支
比
丘

六
十
四
、
恒
伽
達
縁



本
文
の
文
体
は
い
ず
れ
も
正
規
の
漢
文
体
で
、
時
に
返
り
点
や
送
り
返
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

各
段
の
構
成
は
、
単
一
の
説
話
・
経
論
疏
よ
り
の
引
用
で
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、

い
く
つ
か
の
経
論
疏
よ
り
の
長
短
さ
ま
ざ
ま

の
抜
き
書
き
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
。

冒
頭
の
「
釈
迦
一
」
は
後
者
の
方
の
構
成
を
見
せ
る
。
全
体
は
釈
尊
の
功
徳
の
偉
大
さ
を
述
べ
、

す
べ
て
の
衆
生
が
釈
尊
に
帰
依
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
正
覚
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
経
疏
類
は
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
『
成
唯
識
論
了
義
燈
』

「蔵俊僧都作」『類集抄」について

『
観
仏
三
昧
海
経
』
『
悲
華
経
』
『
大
集
経
』
な
ど
で
、
長
く
て
5
行
、
短
い
場
合
は
1
行
ほ
ど
の
引
用
を
も
っ
て
全
体
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
引
用
態
度
は
お
お
む
ね
原
典
に
忠
実
で
、
編
者
自
身
の
文
章
も
そ
れ
ら
引
用
文
献
の
内
容
を
大
き
く
は
み
だ
す
も
の
で
は

な
い
。
一
例
を
あ
げ
て
お
く
。
（

輯

｝

｛

斎

）

観
仏
三
昧
経
云
読
↓
一
方
等
大
乗
一
作
五
逆
罪
一
犯
二
四
重
禁
一
像
－
一
僧
祇
物
一
姪
一
二
比
丘
尼
一
破
二
八
戒
。
一
作
－
一
諸
悪
事
一
種
種
邪
見
知
是

｛

称

念

在

前

）

（

仏

）

（

輔

居

）

等
人
若
能
至
心
一
日
一
夜
。
。
。
。
観
二
釈
迦
如
来
一
相
好
一
者
諸
悪
罪
障
皆
悉
消
滅
云
云
（
傍
注
は
『
仏
説
三
昧
海
経
』
巻
九
の

本
文
八
大
正
蔵
目
、

即

b
V返
り
点
は
『
類
集
抄
』
本
文
の
も
の
を
参
照
し
た
。
）

こ
う
し
た
引
用
態
度
は
以
下
の
各
段
に
お
い
て
も
共
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

単
一
の
資
料
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
段
に
お
い
て
も
、
原
典
に
対
す
る
忠
実
さ
は
共
通
し
て
い
る
。
典
形
的
な
例
と
し
て
第

n段
の

冒
頭
を
あ
げ
て
お
く
。

（

住

）

（

主

）

過
去
世
近
雪
山
下
。
有
師
子
獣
王
。
。
作
五
百
師
子
王
。
是
師
子
王
後
時
老
病
痩
眼
闇
。
在
諸
師
子
前
行
。
堕
空
井
中
。
五
百
師

（

去

空

井

不

適

）

子
皆
捨
去
0

・
が
時
。
。
。
。
。
有
一
野
干
。
（
下
略
）
（
傍
注
は
『
十
請
律
』
巻
三
十
六
の
本
文
八
大
正
蔵
お

加

a
V読
点
も
そ

11 

れ
に
よ
っ
た
。
）
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こ
れ
ら
の
引
用
説
話
は
資
料
の
関
係
か
ら
、
天
笠
了
震
日
一
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

『
類
集
抄
』
全
体
の
構
成
は
、
「
諸
経
論
疏
閲
覧
の
序
種
々
抜
奉
し
た
る
も
の
冶
如
く
」
と
大
屋
氏
の
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
雑
纂
的

と
見
ら
れ
る
が
、
第
却
段
ま
で
が
複
数
の
資
料
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
、
第
担
段
以
降
か
ら
単
一
説
話
の
段
も
現
わ
れ
る
。
ま
た
第

9
段
ま
で
に
限
る
と
、
釈
迦
・
薬
師
に
始
ま
っ
て
、
弥
勤
・
文
殊
・
不
空
中
絹
索
・
不
動
・
毘
沙
門
・
大
黒
天
神
と
、
如
来
・
菩
薩
・
明

王
・
天
部
の
順
番
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第

m
l
お
段
が
ジ
ャ

l
タ
カ
を
含
む
動
物
話
、
第
お

i
却
段
が
霊
口
薩
・
声
聞
と
仏
弟
子

関
係
の
話
と
い
っ
た
よ
う
に
、
部
分
的
に
は
漠
然
と
し
た
構
成
意
識
が
見
ら
れ
る
。

」
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
類
集
抄
』

に
は
説
話
も
し
く
は
説
話
的
要
素
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
う
ち
最

も
重
要
な
問
題
を
含
む
と
思
わ
れ
る
『
今
昔
』
と
の
同
・
類
話
を
あ
げ
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

『
今
昔
』
と
の
同
・
類
話
は
、
今
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
叩
話
余
り
あ
る
。
『
類
集
抄
』

の
段
の
順
序
に
よ
っ
て
あ
げ
て
み
る

と次の通りである。

32 4 3 段

手氏
殊文 弥革力

精ノ園古、
3党

E司

誕 十 言舌 類σ〉 生 七
建 。コ 地 内
立 」守 三民間企ゐ

と を n合鳥・

鉦
集

著

与
7 

抄

晶＝

賢
広ー＝官
大

愚、

f清L云5¥ 
膚域州~r 
出

経
住2

共十ロ
』＝

阿喰 典

Wt 
国
σ〉
条

巻 巻 巻 巻
四
番

31 2 26 口巧
E『

~ 入

経法
E司

同
律苑 玉｛ 出

異相 珠林 感 上応、
6 .コ

要国録各巻巻

1 十
典 昔

2 九 下 Lコ

な 1 
ど



「蔵俊僧都作」 r類集抄』についτ

64 54 52 50 49 48 43 42 35 

恒伽 証果 五 太 亡 子 道 曇
プ百八

十 山 主 。フ 弥 驚 利
遠 得 。コ 府 米 の 。コ 弗
。コ し

亀が
君 殉

盗を
」 」

連華§ 」 後 。コ 死 と と
と 恩、 」守 さ み
尚 と せ し
習オ／＇，＿ミ 報 ら

母，馬
を

L、 れ 1辱
あ し し
る 」守 奴 生 『

」サ と 稗 ま 類
と の る

」『 る
と 」守

と

集

融撰集百
度矢大E口ヨ

同 同 同 冥＝司 同 王滞
~司

仏

右 右 右
報
右 応伝

地
記 ろ長岡ふ

三肩去冊6. 弘司

抄
経

県コ

上 中 下 下
匙2

巻
色コ

巻 11 1 4 16 
十 十
七
98 

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻
九 七 七 九

ム ムノ、 ノ、

25 4 13 19 31 17 40 43 9 
E 可

~ 、

賢
経律 同 同 同 同 問

~官

賢
思 t玉感,., 愚、
経 異 上 上 土 上 右 経
色コ キ目 応、 b 

巻
要目各
巻

巻 中 十 昔
十 24 録
6 四 巴＝ 48 色コ

中 な
7 25 ど

注

『

A
7
昔
』
の
出
血
（
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
頭
注
に
従
っ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は

本
来
の
出
典
で
は
な
く
、
原
拠
に
す
ぎ
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
お
く
。

こ
の
う
ち
で
3
・
お
は
『
今
昔
』

の
記
述
が
き
わ
め
て
短
く
、

ロ
・
必
・

4
・
臼
・
日
・
臼
は
同
じ
話
で
あ
る
が
出
典
を
異
に
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、

担
－

G
は
『
瑞
応
伝
』
（
『
A
7
昔
』
は
そ
れ
を
引
く
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
）
に
よ
っ
て
い
る
し
、

回
は
『
冥

報
記
』
（
『
今
昔
』

は
そ
れ
を
源
泉
と
す
る
和
文
的
資
料
）
に
よ
っ
て
い
る
。
川
町
は
『
撰
集
百
縁
経
』
（
『
今
昔
』
は
そ
れ
八
守
賢
愚
経
』

も
ほ
ぼ
同
文

V
を
源
泉
と
す
る
和
文
的
資
料
）
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
類
集
抄
』

の
出
典
の
源
泉
と
な
る
資
料

は
『
A
7
昔』

13 
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を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
4
に
関
し
て
は
、
『
今
昔
』
の
出
典
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
が
引
く
『
広
清
涼
伝
』
が
、
『
類
集
抄
』
の
引
用
部
分
を
見
る
限
り

前
者
と
同
文
な
の
で
、

い
ず
れ
に
よ
っ
て
い
る
の
か
決
め
が
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
『
今
昔
』
と
出
典
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
は
、
『
冥
報
記
』
出
典
話
の
品
・

ω
・
印
の
3
段
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
A
7

（

7
）
 

昔
』
が
用
い
た
『
冥
報
記
』
の
本
文
は
、
前
田
家
本
に
非
常
に
近
い
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
、

そ
の
本
文
系
統
の
問
題
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
た
め
に
、
『
冥
報
記
』
を
出
典
と
す
る
5
段
を
ま
と
め
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
対
校
に
用

い
た
本
文
は
、
高
山
寺
本
・
知
恩
院
本
は
大
正
新
惰
大
蔵
経
の
本
文
お
よ
び
校
異
に
よ
り
、
前
田
家
本
は
尊
経
閤
影
印
叢
刊
本
に
よ
っ

た。
試
み
に
第
川
崎
段
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
ま
ず
「
冥
報
記
下
」
の
標
題
が
、
前
田
家
・
知
恩
院
・
『
類
集
抄
』
の
三
本
以
外
は
「
巻
下
」

と
「
巻
」
の
字
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
本
文
で
は
「
一
日
一
忽
語
人
」
の
「
語
」
が
『
類
集
抄
』
本
以
外
で
は
「
謂
」
に
な
っ
て
い
る

」
と
、
「
何
太
非
理
相
苦
也
」
の
「
何
」
が
前
田
家

『
類
集
抄
』

の
2
本
以
外
寸
可
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
細
か
な
異
同
も
含
め

て
校
合
し
て
み
る
と
M
カ
所
の
異
同
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
『
類
集
抄
』

の
み
の
本
文
が
9
カ
所
、
前
田
家
本
の
み
が
3
ケ
所
、

高
山
寺
本
・
知
恵
院
本
も
そ
れ
ぞ
れ
3
ケ
所
ず
つ
、
『
類
集
抄
』
と
前
田
家
本
の
一
致
が
7
ケ
所
、
『
類
集
抄
』
と
知
恩
院
本
と
の
一
致

が
3
ケ
所
、
そ
れ
ら
三
本
の
一
致
が
2
ケ
所
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
見
る
限
り
に
お
い
て
、
『
類
集
抄
』
は
独
自
本
文
を
多
く
も
つ
が
、
同
時
に
前
田
家
本
と
の
共
通
本
文
が
多
い
こ
と
も
目
に

つ
く
。
ま
た
知
恩
院
本
は
上
・
中
巻
に
お
い
て
、
前
田
家
本
と
の
一
致
が
多
い
（
下
巻
は
高
山
寺
本
と
一
致
し
、
上
巻
は
高
山
寺
本
と

も
近
い
）
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
三
本
を
中
心
に
五
つ
の
話
に
お
け
る
本
文
の
異
同
状
況
を
探
つ
で
み
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。



「蔵俊僧都作」『類集抄」について

類

抄集
計 52 51 50 49 48 の

計 言十
段数

前
田

上 中中 下下 本家

11 6 1 4 16 の
巻
序

43 8 19 5 14 16 8 8 類独

白

30 11 10 1 9 9 6 3 前 本
文

15 1 10 2 8 4 1 3 全日

55 19 18 8 10 18 11 7 前・委員 二

本

の
30 17 12 5 7 9 5 4 矢口・委員

致

32 12 11 4 7 9 6 3 知・前

本
27 11 9 4 5 7 5 2 の

致

異

151 48 54 15 39 49 25 24 同
総ょ
言十

j主

タ
テ
軸
の
総
和
は
重
複
が
あ
る
た
め
、
異
同
総
計
と
は
一
致
し
な
い
。

右
の
表
は

そ
れ
ぞ
れ
各
話

『
冥
報
記
』

の
巻
を
同
じ
く
す
る
話
・
全
5
話
に
つ
い
て
、
こ
の
＝
一
本
の
独
自
本
文
の
数
．
二
本
に

共
通
す
る
本
文
の
数
・
三
本
に
共
通
す
る
本
文
の
数
・
本
文
異
同
の
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
第
臼
段
を
除

い
て
独
自
本
文
は
『
類
集
抄
』
が
多
く
、
二
本
ご
と
の
関
係
で
は
前
田
家
本
と
『
類
集
抄
』
と
の
一
致
が
常
に
最
も
多
い
。
『
冥
報
記
』

の
巻
ご
と
に
見
る
と
、
巻
下
（
第
羽
・
的
段
）
に
つ
い
て
は
、
『
類
集
抄
』
と
前
田
家
本
と
の
一
致
が
日
と
、

そ
の
他
（
と
も
に
9
）

15 

の
2
倍
で
あ
る
し
、

三
本
の
一
致
も
7
と
総
計
刊
の
七
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。

一
方
巻
中
・
上
（
第
印
・
日
・
臼
段
）
に
お
い
て
は
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（

8
）
 

そ
の
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
も
川
口
氏
の
指
摘
さ
れ
る
前
田
家
・
知
恩
院
本
の
異
同
関
係
に
対
応
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
に
、
『
類
集
抄
』
所
引
の

『
冥
報
記
』

の
本
文
が
、
前
田
家
本
に
非
常
に
近
く
、

し
か
も
多
く
の
独
自
本
文
を
含
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
：
問
題
は
そ
の
異
同
の
質
で
あ
る
。
次
に
『
今
昔
』

の
本
文
と
の
対
応
関
係
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
異
同
の

も
つ
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
第
特
段
に
お
い
て
、
子
の
米
を
盗
ん
だ
た
め
死
後
馬
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
母
親
が
、
娘
の
前
に
生
前
の
姿
で
現
わ
れ
て
息
子
に

鞭
で
打
た
れ
た
こ
と
を
嘆
く
一
節
で
、
『
今
昔
』
は
「
何
ゾ
甚
ダ
理
ニ
非
一
九
ン
苦
ヲ
受
ヶ
ム
」
（
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
。
以
下
同
）
と

す
る
の
を
、
『
冥
報
記
』
で
は
「
可
太
非
理
相
苦
也
」
と
す
る
。
こ
の
圏
点
を
つ
け
た
「
可
」
の
字
が
叶
類
集
抄
』
と
前
田
家
本
で
は
「
何
」

と
な
っ
て
い
て
『
今
昔
』
と
一
致
す
る
。
そ
の
後
、
患
子
が
馬
に
乗
っ
て
家
に
帰
っ
て
く
る
と
、

そ
の
妹
に
あ
た
る
娘
が
先
程
の
母
の

傷
の
様
子
と
見
比
べ
る
と
い
う
一
節
で
は
『
今
昔
』
は
、

女
先
ヅ
兄
ガ
乗
レ
ル
所
ノ
馬
ノ
頭
、
面
ノ
傷
レ
破
レ
テ
血
ノ
流
山
タ
形
ヲ
見
テ
、
其
ノ
母
ノ
被
傷
リ
ペ
形
ニ
見
合
一
ス
ル
違
フ
事
元
y
o

と
す
る
。
こ
の
中
の
「
血
流
け
形
」
以
下
が
『
冥
報
記
』

の
高
山
寺
本
・
知
思
院
本
で
は
単
に
寸
状
L

と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
部
分
が

大
正
新
修
大
蔵
経
の
対
校
申
本
（
大
日
本
続
蔵
経
本
）

で
は
「
流
血
知
見
其
母
傷
」
、
前
田
家
本
で
は
「
流
血
状
知
其
見
母
傷
状
」
と
、

い
ず
れ
も
、
「
流
血
」
の
こ
と
が
見
え
る
。
同
じ
と
こ
ろ
が
『
類
集
抄
』

で
は
、
「
流
血
状
如
見
其
母
傷
状
L

と
な
っ
て
い
て
、
前
田
家

本
や
『
A
7
昔
』
の
表
現
と
一
致
す
る
。

第
川
町
段
で
は
、
殉
死
を
強
い
ら
れ
た
奴
牌
が
、
冥
途
よ
り
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
後
、
冥
界
の
官
府
の
内
を
の
ぞ
く
場
面
が
あ
る
が
、

『
今
昔
』

で
は

我
レ
界
ノ
外
に
ン
伺
テ
事
ノ
有
様
ヲ
見
士
宮
ノ
内
ノ
人
、
此
ノ
主
ヲ
守
リ
衛
メ
ル
人
ニ
問
ヒ
テ
云
ク



と
あ
る
の
を
、
『
類
集
抄
』

奴
従

廃
外

窺

之
見
で

宮は
内。
問

守
衛
人

日

返
り
点
・
句
点
は
引
用
者
に
よ
る

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
内
」
の
字
が
他
の

『
冥
報
記
』

の
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
今
昔
』

の
本
文
も
こ
の
「
内
」
の
字
の
存
在

に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
う
し
た
細
か
な
差
異
は
第
印
段
に
も
あ
っ
て
、
法
華
経
を
書
写
供
養
し
た
功
徳
で
、
同
学
の
僧
が
地
獄
の
苦
し
み
か
ら
免
れ
た
の

「蔵俊僧都作」『類集抄』について

を
神
が
教
え
る
所
が
『
今
昔
』

で
は

汝
ヂ
彼
ノ
同
学
ノ
為
一
一
始
メ
テ
経
ノ
題
目
玉
三
一
彼
レ
既
ニ
苦
ヲ
免
竹
一

と
な
っ
て
る
。
こ
こ
が
『
類
集
抄
』
で
は
、

師
為
写
経
始
書
題
目
彼
己
脱
免

と
あ
る
。
こ
の
「
書
」
の
字
が
前
田
家
本
以
外
は
、
「
謹
」
と
な
っ
て
い
る
。

の
「
唄
」
の
｛
子
が
、
『
類
集
抄
』

で

一
方
『
類
集
抄
』
と
『
今
昔
』
と
の
不
一
致
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
第
羽
段
で
は
「
経
唄
」

は
「
且
」
、
前
田
家
本
で
は
「
阻
L

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
貝
L

と
「
且
」
の
類
似
か
ら
く
る
相
互
の
誤
写
関
係
を
思
わ
せ
る
。

第
印
段
で
は
『
類
集
抄
』

の
独
自
本
文
で
、

－
カ
所
問
題
が
あ
る
。
同
学
の
僧
の
一
人
が
地
獄
に
い
る
と
い
う
所
、
『
今
昔
』

で
は

一
人
ハ
地
獄
ニ
有
リ
極
テ
罪
重
げ
ン
不
可
見
ズ

と
あ
る
の
が
、
『
類
集
抄
』
で
は
「
一
人
重
罪
在
獄
不
可
喚
」
と
「
重
罪
」
と
「
在
獄
」
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
て
、
「
見
L

の
字
も
「
喚
」

に
か
わ
っ
て
い
る
。
後
者
の
異
同
は
、
『
今
昔
』
（
大
系
本
）
の
頭
注
に
類
話
と
し
て
引
く
『
法
華
伝
記
』
巻
八
回
と
『
法
華
験
記
』
下

17 

巻
書
写
第
三
仰
で
も
、
『
類
集
抄
』
と
共
通
し
て
い
る
の
で
、
あ
な
が
ち
に
誤
写
と
も
言
い
き
れ
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
わ
ず
か
三
つ
の
話
な
が
ら
、
『
今
昔
』
と
『
類
集
抄
』
及
び
他
の
『
冥
報
記
』
の
本
文
と
を
比
較
し
て
み
た
が
、
『
類
集
抄
』

が
前
田
家
本
と
近
い
と
い
う
こ
と
も
、
『
今
昔
』
と
共
通
し
て
一
致
す
る
例
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
強
く
裏
づ
け
ら
れ
る
。

前
田
家
本
は
そ
の
乎
己
止
点
の
系
統
（
興
福
寺
喜
多
院
系
）
な
ど
か
ら
、
興
福
寺
関
係
の
僧
侶
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ

（

9
）
 

て
い
る
o

『
類
集
抄
』
に
引
か
れ
て
い
る
『
冥
報
記
』
の
本
文
は
、
そ
の
前
田
家
本
に
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
誤
写
以
外
に
も

若
干
の
異
同
が
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ま
で
『
今
昔
』
が
依
拠
し
た
『
冥
報
記
』
の
本
文
に
最
も
近
い
と
さ
れ
て
い
た
前
田
家
本
に
も
な
い
、

『A
7
昔
』
と
の
一
致
部
分
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
興
福
寺
に
前
田
家
本
以
外
の
『
冥
報
記
』

の
伝
本
、

そ
れ
も
『
今
昔
』

の
編
者
が

用
い
た
『
冥
報
記
』

の
本
文
に
極
め
て
近
い
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
よ
り
高
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
『
今
昔
』
の
表
現
に
関
し
て
も
、
先
に
見
た
ご
く
わ
ず
か
な
例
か
ら
う
か
が
え
る
限
り
に
お
い
て
も
、
編
者
に
よ
る
付
加
・
改

変
な
ど
を
、
現
在
残
っ
て
い
る
資
料
の
み
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
『
今
昔
』

の
表
現
を
よ
り
厳
密
に
分
折
し
把
握
し
て
い
く
た
め
に
は
、
対
照
す
る
本
文
の
よ
り
一
層
の
吟
味
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
こ
と
だ
ろ

v

つ。

お
わ
り
に

『
類
集
抄
』
に
関
し
て
は
、
編
者
の
確
定
、
転
写
過
程
、
伝
本
の
移
動
の
あ
と
づ
け
な
ど
、
外
部
的
な
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
劣
ら
ず
『
今
昔
』
と
の
か
か
わ
り
あ
い
も
含
め
て
、
内
容
を
更
に
深
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
紙
数
の
制
限
も
あ
っ
て
そ
の
点
を
十
分
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
研
究
の
出
発
点
と
し
て
、

本
文
全
体
の
紹
介
を
含
め
て
、
よ
り
一
層
の
深
化
と
発
展
を
後
考
に
期
し
た
い
。
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注
（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

田
口
和
夫
氏
「
今
昔
物
語
集
『
鈴
鹿
本
』
興
福
寺
内
書
写
の
こ
と
」
『
説
話
』
第
六
号
（
昭
和
田
年
5
月）

な
お
こ
れ
に
先
だ
っ
3
行
は
、
前
に
記
さ
れ
る
『
法
相
宗
名
目
科
』
一
巻
の
解
説
の
混
入
で
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

本
学
園
史
学
科
の
大
石
雅
章
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

龍
谷
大
学
仏
教
学
科
の
新
倉
和
文
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

『A
7
昔
』
の
成
立
年
次
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
説
も
あ
る
。
（
今
野
達
氏
「
鯖
の
木
の
話
｜
成
立
と
伝
承
｜
」
『
日
本
の
説
話
』

2
八
東

京
美
術
昭
和
刊
年

V
な
ど
）
が
、
か
り
に
今
野
氏
の
説
を
と
る
と
し
て
も
久
安
二
（
一
一
四
六
）
年
以
降
で
、
や
は
り
蔵
俊
と
同

時
代
と
な
る
。

前
述
蔵
俊
の
著
述
態
度
と
の
共
通
性
に
注
意
し
た
い
。

川
口
久
雄
氏
「
冥
報
記
と
今
昔
物
語
集
等
に
つ
い
て
」
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』
文
学
篇
日
（
昭
和
幻
年
）

宮
田
尚
氏
「
今
昔
物
語
集
と
冥
報
記
付
｜
李
大
安
蘇
生
語
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
『
国
文
学
研
究
』
第
九
号
（
昭
和
岨
年
）

注
（
7
）
の
川
口
氏
論
文
に
よ
る
。

同
右
。
小
峯
和
明
氏
「
『
今
昔
物
語
集
』
漢
文
出
典
話
の
表
現
方
法
｜
霊
験
へ
の
限
」
（
『
論
纂
説
話
と
説
話
文
学
』
〈
笠
間
書
院

比
年

V
所
収
）
の
〔
付
記
1
〕
に
尊
経
閣
文
庫
蔵
コ
ニ
宝
感
応
要
略
録
』
の
紹
介
が
あ
り
、
読
稿
が
期
待
さ
れ
る
。

7 6 
（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）

昭
和

（
大
学
院
学
生
）


